







          なかのわたり ひろゆき 
氏 名          中 野 渡  寛 之 
研究科，専攻の名称 東北大学大学院工学研究科（博士課程）量子エネルギー工学専攻 
学 位 論 文 題 目          人間の認知特性評価のためのシミュレーション環境に関する研究 
論 文 審 査 委 員          主査 東北大学教授  高橋 信    東北大学教授  橋爪 秀利 
             東北大学教授  新堀 雄一 東北大学准教授 狩川 大輔 
             東北大学准教授 金 聖潤  東北大学准教授 人見 啓太朗    
 
論 文 内 容 要 約 
 





れ、より大きな災害に対しても高いレベルの安全性が確保できることを目的としてSA ( Severe Accident ) 対策を中心と
した新規制基準が制定された。新規制基準は巨大津波を想定した防潮堤の増強などハードウェアの見直しが中心ではあ













 ( 1 ) 個人およびチームの認知特性評価のための複雑度・難易度を柔軟に制御でき、客観的基準に基づいて評価を行え
る認知実験・訓練プラットフォームを構築すること 
 ( 2 ) 実際の認知実験・訓練において利用し妥当性を検証すること 
 
 本研究では個人を対象としたフェーズ 1、チームを対象としたフェーズ 2に分け、それぞれシミュレーション環境を
構築し、開発したシミュレーション環境が認知実験・訓練プラットフォームとして妥当であるかを検証した。 
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2.  Phase1 個人を対象としたシミュレーション環境構築と有用性評価 
 













































アモジュール、中央制御室を模擬した操作盤OIS ( Operator Interface Station )、現場に設置されている設備を模擬した計

























































 フェーズ 1および 2の実験結果から、本研究で開発したシミュレーション環境は、現実世界を模擬するだけの十分な
複雑性を持ち、かつ難易度を柔軟にコントロール可能であること、また設定した客観的評価基準の妥当性が示されたこ
とから、個人およびチームの認知特性評価のための複雑度・難易度を柔軟に制御できる認知実験・訓練プラットフォー
ムとしての有用性を確認した。今後、SG シミュレーション環境においては想定外シナリオ範囲の拡張、建屋換気シミ
ュレーション環境においては発話分析の自動化などそれぞれ課題は残されているが、本研究で開発したシミュレーショ
ン環境が活用されることによって厳しい状況下での人間の認知特性の解明が進み、そのことが運転員訓練プログラム改
善の一助となり、最終的に原子力施設の安全性のより一層の向上につながることが期待される。 
 
